
第６学年 算数科学習指導案 
 

日 時 平成２２年１１月１９日（金） 
場 所 ６年教室 
授業者  

 
 
１ 単元名 「比」 
 
２ 単元の目標 
（１）  比の意味を理解し、比を用いて数量の関係を考察したり、表現しようとする意欲をもつ。 
（２） 「比」の用語とその意味や表し方を理解する。 
（３） 「比は等しい」の用語を知り、その意味や表し方を理解する。 
（４） 等しい２つの比の性質を理解し、簡単な場合について等しい比をつくることができる。 
（５） 等しい比をつくることによって、比の問題を解決することができる。 
 
３ 関連と発展 
 

【平成２１年度】          【平成２２年度】         【平成２３年度】  
５年 割合とグラフ 
・割合の意味と表し方 
・百分率の意味と表し方 
・円グラフ、帯グラフの 
意味と特徴               

         
 
        
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 指導にあたって 
（１）教材観 
    学習指導要領には、本単元とその構造について以下のように述べられている。 
   

① 比 
② 比を使ってみよう 
＜D（１）＞簡単な場合について、比の意味を理解できるようにする。 
児童は割合に関して 5学年で、aの bに対する割合 p（pが少数の場合を含む）は、a÷ ｂとし

て求められることを学習してきている。つまり、１つの数量を基準として他の数量の割合を考え

る学習をしてきている。 
本単元では、２つの数量の割合を比で表すことを扱っていく。比の意味や表し方を理解すると

ともに、比を活用していくような構成になっている。 
① 比  
ここでの主なねらいは、次の３つである。 

  ６年 比(本単元) 

・比の意味と表し方 
・比の相関関係 
・ 比の性質を活用した 
問題解決 

 

中学 １年 一次方程式  
 ・方程式とその解 
・方程式の解き方 
・ 方程式の利用 

  ６年 比例 

・比例の意味と特徴 
・比例の式、グラフ 
・ 比例の関係に着目し

た問題解決 
 



〈ァ〉「比」の用語とその意味を理解し、２つの数量の割合を比で表すことができるようにする。 
〈イ〉「比は等しい」の表現とその意味や表し方を理解させる。 
〈ゥ〉比の性質を理解し、等しい比を見つけたり、等しい比をつくったりすることができる。 
ここではまず、酢とサラダ油を混ぜてドレッシングをつくる場面を取り上げ、酢とサラダ油

の 2つの量の割合を表す方法として「比」を導入している。 
次に、同じ味のドレッシングをつくるという場面を通して、比には等しい比が複数あることを

理解させていく。 
そして、等しい比を理解させるのに用いた数値２：３と４：６を６をもとに、比には比の前

項と後項に同じ数をかけたり、あるいは同じ数でわったりしても比は等しくなる性質があるこ

とを理解させていく構成になっている。 
② 比を使ってみよう 
ここでは、前小単元で学習した比の性質を活用させることをねらいとしている。つまり、等

しい比の関係を有効に活用することによって問題解決をさせていき、比のよさを実感させるよ

うな構成になっている。 
棒の影の長さと高さの比と、木の影の長さと高さの比が等しいことを使って木の高さを求め

ることを通して、比の性質を活用することのよさをとらえさせていく。ここでは課題に入る前

に、高い木の高さを実際に測定せずに知る方法はないかと話し合わせたい。影とその本体との

関係を用いるアイデアがだされないときは、等しい比の性質が活用できそうであると見通しを

もたせたい。 
   

 （２）児童の実態 
     男子４人、女子４人、計８人の学級である。４月から、「最高学年」になったことを意識さ

せ、まず学習の流れを具体的に示し、子どもたちが自分たちで授業を作り上げることに力を入

れている。はっきりと声に出して言う、聞くことで、真の理解につながると考える。そこで、

１学期から全員挙手の場をできるだけ多く設け、一人ひとりに「自分が発表する。」という意

識をもたせてきた。また、「同じ内容でもいいので発表してみよう」「同じ事を説明してみよ

う」と指導して、発表する機会を多くしている。今までの学習状況から、児童のつまずきを予

想し、一人ひとりに合った支援をするよう心がけている。また、ノートに自分の考えを説明で

きるように書くよう指導している。交流の場では、棒のかげの長さの比と木のかげの長さと高

さの比が等しいことを足場にして、理由をはっきりと話したり、仲間によく分かるように説明

したりできるようにしていきたいと考える。考えはよく似ていても、自分の考えを最後まで話

すこと、少しでも友達の意見とのつながりを見つけて話し合いを深めることを目指して授業を

行っていきたい。 
       

５ 研究主題に関わって 
主体的に学び、筋道立てて表現できる子の育成 

                   ～仲間との関わりを通して～ 

 
 
 
 
    ４月からの取り組みにより、素材提示から立式までは子どもたちで進められるようになった。

課題づくりについては、前時までとの違いから課題を生み出すこともできるようになってきた。

更に、この課題づくりから個人追究のし方までどんな指導援助を行えばよいかを考えてみた。 
 

手立て① 課題を生み出すまでの手順を示した算数コーナーの活用 
       算数の時間の流れが分かるようにしてきた。見通しがもてない場合等で活用する。 

手立て② ヒントカード 
個人追究の糸口が見つけられない場合、必要な児童が取りに来れるようにする。 
→等しい比が作れるプリントを用意し、解決の方法を導けるようにする。 

手立て③ 算数コーナー「比」単元の活用 
       →既習学習「比」の掲示から、本時の課題を作るときの参考にできるように整理して掲

示をし、活用する。 
また、考えられる児童のつまずきは、次の通りである。 

研究内容① 
 主体的に学ぶための指導・援助の工夫 



つまずき① 「棒のかげの長さの比と、木のかげの長さと高さの比が等しいことが理解できな

い。」 
手立て① 算数コーナーの活用 補助発問 

   「等しい比には、どんな関係があった？」 
つまずき② 棒のかげの長さの比と木のかげの長さと高さの比が等しいことはわかるが、比の式

計算ができない。」 
  手立て② あなあきプリントを用いて立式の仕方が理解できるようにする。   

     「３：２＝１２：□」 
 
 
 
 
   手立て① 計算を行った後、考え方を順序を表す言葉を使ってノートに書く。 
        「はじめに」「次に」「だから」を用いて筋道立てて自分の考えを表現する。                     

手立て② 本時めざす表現を明らかにして、算数用語を使って計算の仕方を説明したり、まとめ

られたりするようにする。 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
まだ個人追究の時間内に考えをまとめきれない児童もいるので、一人ひとりのつまずきを予

想して、ヒントカード等の準備をしたりして、どの子も自信を持って説明ができるようになる

とよいと考える。 

     ペア交流では、個人追究で出した自分の考えを、確かめたり、さらに深めたりしていくこと

ができるよう、意図的なペアを作り、交流したい。 
     全体交流では、ペア交流で筋道をより確かにした考えを大切な考えにしていきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

研究内容② 
 適切に表現するための指導･援助の工夫 

＜めざす説明の表現＞ 
等しい比の関係を使います。 

はじめに、ぼうのかげの長さと高さの比を求めます。 
つぎに、ぼうのかげの長さと高さの比と、木のかげの長さと高さの比が等し

いので比で表すと、 
３：２＝１２：□となります。 

１ ２は３の４倍になっています。 

      ２も、４倍します。 

□＝２×４ 
＝８        

だから、８ｍになります。 
 



６ 単元指導計画  比（６時間） 

小単元 時 本時のねらい 主な学習活動 評価規準 
１ ２つの数量の

割合の表し方を

考える算数的活

動を通して、比の

意味とその表し

方を理解するこ

とができる。 

１．問題を理解する。 
 
 
 
 
 
教科書の図から同じスプーンを使って、それぞ

れ何杯分かを合わせていることを確認する。 
 
２．課題をつくる 
 
 
 
３．自分なりの考えをもつ。 
・「２：３」と表し、この割合を「比」というこ

とを知る。 
・同じ味にするには、すを４と見ると、サラダ

油はいくつか考え、これも２：３と見られる

ことが分かる。 
・長方形の縦と横の長さの比を求める。 
４．ペア交流をする。 
５．考えを交流し深める。 
  
６．例題で確かめる。 
７．まとめる。 
 
 
 
 
８．練習問題をする。 

＜関心・意欲・態度＞ 
・割合の学習と結びつけ

て、新しい表し方で２つ

の数量の割合を表す場

面を見つけようとする。 

＜数学的な考え方＞ 
・比と割合を関連づけて

考える。 

 

比 

２ ２つの水そう

にはいっている

水の量の比を表

す算数的活動を

通して、等しい比

の意味を知り、相

等な２つの比を

等号を用いて表

すことができる。  

 
 
 
 

１．問題を理解する。 
 
 
 
 
 
２．課題をつくる。 
 
 
 
 
３．自分なりの考えをもつ。 

・ 絵図を見て、１ℓますや２ℓますでは何杯分

になるか考える。 
・１ℓを１と見て、割合を比で表す表し方を考

える。 
・２ℓや１ℓの水そうを示し、もとにする量を

変えることで、比の表し方が変わってくる

ことに気付く。 
 

４．ペア交流をする。 
５．全体交流をする。 
６． 例題で確かめる。 
 
 

 
＜数学的な考え方＞ 
・比の表し方が変わって

も、比の値（割合）ａ／

ｂが変わらないことを

もとに考える。 
＜表現・処理＞ 
・比が等しいことの根拠

を図を使って筋道立て

て仲間に説明すること

ができる。 
 
 
 

けいこさんは、家でドレッシングをつくりまし

た。 
ドレッシングのすとサラダ油の割合の表し方を

考えましょう。 

水が 4ℓと 6ℓはいっている２つの水そうがあ
ります。２つの水そうにはいっている、 
水の量の比の表し方を考えましょう。 

  すを２と見ると、サラダ油はいくつでしょう。

 

一方の数量をａとして、それと比べたもう一

方の数量の割合を使って、ａ：ｂと表す。 

4ℓと 6ℓはいっている２つの水そうの水の量
について、比の表し方を考えましょう。 
 



７．まとめる。 
 
 
 
 
８． 練習問題をする。 
 

３ 等しい２つの

比を比較する算

数的活動を通じ

て、等しい比の間

の関係に気付き、

等しい比をつく

ることができる。 
 
 
 

１．問題を理解する。 
 
 
 
２．課題をつくる 
 
 
 
 
 
３． 自分なりの考えをもつ。 
・ ２：３と等しい比をつくる。 
・ ２：３の両方の数に２をかける考え方と、

４：６の両方の数を 2 でわる考え方を知
り、それをもとに、等しい比の間にある性

質について見つける。 
・ 等しい比の間にある性質について見つけ

る。 
 
４．ペア交流をする。 
５．全体交流をする。 
６．例題で確かめる。 
７．まとめる。 
 
 
 
 
 
８ 練習問題をする。 
 

＜数学的な考え方＞ 
・もとにする量を変え、

約分の考えと結びつけ

て考える。 
＜表現・処理＞ 
・等しい比の間にある関

係について見つけたこ

とを具体例をあげなが

ら帰納的に説明するこ

とができる。 

 

比

を

使

っ

て

み

よ

う 

４ 
⌒

本

時 
 

木の高さの求

め方を考える活

動を通して、等

しい比をつく

り、それを利用

して、身のまわ

りにある求めに

くいものの高さ

を求めることが

できる。 

１．問題を理解する。 
 
 
 
木の高さを実際にはかるのは難しいことを確

認し、割合を使って求めていく見通しをもつ。 
 
２．課題をつくる。 
 
 
 
 
３．自分なりの考えをもつ。 
  ・ぼうのかげの長さと高さの比と、木のかげ

の長さと高さの比が等しいことを確かめ

る。 

＜知識･理解＞ 
・等しい比を作ることに

よって、求めにくい数量

が求められることが分

かる。 

 

等しい２つの比２：３と４：６には、どんな

関係があるか話し合いましょう。 

 木の高さは何ｍでしょう。 

２：３と、４：６のように、同じ割合を表す

とき、２つの比は等しいといって、２：３＝

４：６と表す。 

等しい比の間には、どんな関係があるか調べ

ましょう。 

ａ：ｂの、ａとｂに同じ数をかけても、同じ

数で割っても比は等しくなり、等しい比をつ

くることができる。 
 

実際にはかることが難しい木の高さを求め

る方法を考えよう。 
 



 

４．ペア交流をする。 
５．全体交流をする。 
６．例題で確かめる。 
７．まとめる。 
 
 
 
 
 
８． 練習問題をする。 
 

練

習 
 

 単元における

基礎・基本を確か

にしたり、日常生

活の中から比が

用いられる事象

を探したりして、

比を活用して物

事を処理する力

を伸ばすことが

できる。 
 

 
 
 
 

１．割合を比で表す練習をする。 
２．等しい比を作る練習をする。 
３．比と一方の数量が分かっているときの、もう

一方の数量を求める問題を考える。 
４．３つの数量の比の表し方を考える。 
５．比を使って身の回りにあるものの高さなどを

実際に測って求める。 
６．身の回りで、比がどんなところで使われてい

るかを調べる。 
   ・調理の場 
   ・地図の縮尺 
   ・人口の割合 
７．エジブトの縄張り師の話を知る。 

 ＜表現・処理＞ 
・等しい比をつくった

り、比を使った問題を解

いたりできる。 

 

 実際にはかることが難しい木の高さは、等

しい比の関係を使えば、求めることができる。 

 



７ 本時のねらい 
   木の高さの求め方を考える活動を通して、等しい比をつくり、それを利用して、身のまわりにある求め

にくいものの高さを求めることができる。 
 
８ 本時の展開（４／６時間）                        
 学習のねらい 学習活動 指導・援助 

つ

か

む

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
考

え

る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
深

め

る

 
 
 
 
 
ま

と

め

る

 
 
確

か

め

る

問題を理解し、

本時の学習の

見通しをもつ

ことができる。 
 
 
 
 
課題をつくる

ことができる。 
 
 
 
 
自分なりの方

法で課題を追

究し、筋道立て

て表現するこ

とができる。 
 
 
 
 
等しい比の関

係を確かめる

ことができる。 
 
 
 
 
等しい比をつ

くることによ

って、求めにく

い数量が求め

られることを

知る。 
 
 
 
 
等しい比をつ

くることによ

って、求めにく

い数量の計算

ができる。 
 

１．問題を理解する。 
  
 
 
木の高さを実際にはかるのは難しいことを確認し、わか

っている数値を用いた比を使って求めていく見通しをも

つ。 
 
２．課題をつくる。 
 
 
 
 
 
 
３．個人追究する。 

ア・ぼうのかげの長さと高さの比と、木のかげ 
長さと高さの比が等しいことを確かめる。 

イ・ぼうのかげの長さと高さの比と、木のかげの

長さと高さの比が等しいことを使って、木の

高さを求める。 
はじめに、ぼうのかげの長さと高さの比を求めま

す。 

つぎに、ぼうのかげの長さと高さの比と、木のか

げの長さと高さの比が等しいことを使います。 

 

３：２＝１２：□ 

 １２は３の４倍になっています。 

       ２も、４倍します。 

□＝２×４ 

      ＝８        

だから、８ｍになります。 

 
４．ペア交流をする。 
・筋道立てて相手に話す練習をする。 
５．全体交流 
・お互いの説明を聞き、理想の表現に近づける。 
 
 
６．例題で確かめる。 
 ランドマークタワーの高さは約３００ｍです。問題と

同じ時こくのとき、かげの長さは約何ｍでしょう。  
 
７．まとめる 
 
 
 
 
 
８．練習問題をする。 
 

・ 木の高さを実際に測定し

なくてもよい方法につい

て話し合わせ、学習への関

心を高める。 
 
・ 木の高さの求め方を考え

るよう支援する。 
 
・ 棒の長さと高さの比と、

木の影の長さと高さの比

が等しいことに気づくよ

う支援する。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
・３：２＝１２：□の関係が

成り立つことをおさえる。 
 
・ 木の棒の長さが棒の影の

長さの４倍になっている

ことを根拠にして求める

よう支援する。 
 
 
 
＜知識・理解＞ 
等しい比をつくることに

よって、求めにくい数量

が求められることがわか

る。 
 

 
 
 
〈人権同和教育の観点〉 
友達の考えを自分の考えと

比べて最後まで聞いている。 
 
 
 
 
 

 

木の高さは、何ｍでしょう。 

実際にはかることが難しい木の高さを求める

方法を考えよう。 

実際にはかることが難しい木の高さは、等しい

比の関係を使って、求めることができる。 
 


